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 図4
 図の説明
 図1
 図2
 図3
 図4
 K殻内部転換係数の実験値と理論値の比較。理論値は文献1)による。
 α)1071nの準位図式106Cd(α,p2n)10?ln反応の結果にもとづく。
 わ)1071nの準位図式106Cd(3Re,p鳶)1071n反応の結果にもとづく。
 9gノ、空孔一振動結合の励起エネルギーの理論値と実験値との比較。ξは結合定数を表
 わす。
 19/2一バンドの系統性と偶々Sn核の負パリティ状態。
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 論文審査の結果の要旨
 本論文は,原子核反応より発生するγ線と内部転換電子の測定によって,'oπ簸核の準位構造
 を明らかにすることを目的とし,更に,実験より得られた準位構造を理論的に解釈することを
 試みたものである。
 実験は・サイクロトロンで加速されたπ粒子ビームと3}ie粒子ビームにより1。6Cdターゲッ
 トを照射した際に生じる106Cd(α,p2nγ)1。7無反応と106Cd(3He,pnγ)107工n反応を利用して行わ
 れた。上記反応と競合し}町n以外の原子核に導く反応,例えば(α,p2η)反応と競合する(α,
 3n〉反応からのγ線を確認してデータより取り除くために,γ線生成率のビーム・エネルギー依
 存性の測定に加えて,反応生成荷電粒子とγ線との同時計数測定が行われ,非常に良い分離結
 果を得ることができた。γ線のスペクトル分析と個々のγ線の角分布測定及びγ一γ同時計数
 測定の結果より,1。7類準位のエネルギー一と核スピンの値を決定した。更に,内部転換電子の測
 定をミニオレンジ型永久磁石系を利周した電子分析器を用いて行い,内部転換係数を多くの転
 移について決定し,その結果に基づいて各準位のパリティを決定した。このようにして,}。7猛の
 準位として新たに6個の準位を発見し,更に,多くの準位のスピンとパリティについて新たな
 知見を得ることができた。
 実験的に決定された1町nの準位構造を理論的に解明する一つの試みとして,工n同位体核が
 50個の陽子で作られる不活性閉殻に1個の陽子空孔を持つことに着目し,空孔一振動結合模型
 に基づく計算を実行し,計算結果と実験結果との比較を行っている。その結果,1071nの低励起
 状態が,19gr・軌道を占める陽子空孔と芯を形成するlo8Snの四重極単一振動子状態の結合から
 生じる多重項状態として,比較的良く説明できることが明らかとなった。
 以上のように,本論文において著者は,1町無の核構造に関する新らしい実験事実を発見し,
 更に,核構造の理論的解明に関して新らしい知見を加えることに成功しており,自立して研究
 活動を行なうに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。よって菊地光男提出
 の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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